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マルスリー ヌになぜ兄が二人いたのか 43 
















































'"7 ノレ コ 伝 ｜マタイ伝｜ルカ伝｜ ヨハネ伝
害障
－人々はイエスを訴えようと思っ
て、（…）うかがっていたcm・2）。 XII• 10 v1.7 
の ・パリサイ人たちは出で行って、 V16～18 
発生↓ 
すぐにヘロテー党の者たちと、な
んとかしてイエスを殺そうと相 XII• 14 VI• 1 
談しはじめた cm・6）。
障書Z完↓ ：~ 金な ・パリサイ人と律法学者たちとは、イエスに尋ねた（¥Il・5）。 XII• 38 x. 25 VII• 32 ・パリサイ人たちが〈…）、イエ XIX・3 XI• 53 VII• 43 
スを試みようとして、（…） (VII 
• 1）。 他 他 他ex・2）。他
弓全zフな" ロミ
・祭司長、律法学者たちは〈…）、
XXII • 22 イエスを恐れていた（XI• 18）。 XIV・6
－彼らはイエスに驚嘆した（XII XXII. 46 xx. 26 (XII• 
勝利↓ 





の え、なんとかして殺そうと計っ XXVI • 
再発生↓ 
ていた（XIV・1）。





害障失敗 ・イエスは、「そのとおりである」とお答えになった（XV• 2）。 XXVI • XXII. 70 XVIII• 37 
の ・しかし、イエスは（…）、 もう 63～64 




きとられた（XV• 37）。 XXVII • 50 XXIII • 46 XIX• 30 
・イエスはよみがえって、まずマ



































発生 発生 全な除去 全な成就 ：→再発生全な除去失敗
『福音書』
（誕生）→障害の→障害の不完→不完全な ）→障害の→障害の除去→敗北






















1 ）拙論代Derniersrecits ou nouveau roman ？一一Analysedes <histoires)> 
dans les sept recits d’Andre Gide，＇’ Gallia, XXV, 1985, pp. 43～52. 
2) Gerard Genette, Figures III, (Seuil ), 1972, p. 72. 
3) Gideの作品の引用は、全て Pleiade版、 AndreGide, Romans, rl!cits、et




〈（…〕 i(1’oncle de Jerome) me traitait deja comme son fils. (p. 512, 
イタリック筆者）〉
5) 〈…Jerome,mon ami，問問frere,y(une lettre) disait-elle・・・ (p. 513) 
<o mon frere ! merci pour m’avoir fait connaitre et comprendre et 
aimer tout ceci. (p. 549) 
<o mon frere! je ne suis vraiment moi, plus que moi, qu’avec toi・・ 
(p. 552) 
<Adieu, mon frere tant aime. (p. 559) 
<Oui! malgre moi je t'ai cherche tout le matin, mon Jri:re. (p. 564〕〉
イタリックは全て筆者。









鈴木聡訳、（紀伊闇屋書店）、 1984年、 p.70 
10) 向上書， p.105 
11) 詳しくは、同上書、 pp.59～124参照。
12) Leach は Danteの例をあげている（同上書， p.124）。
13) 向上書、 p.95。及び向上書、リーチ、「反ージャンル論」 p.198 
14) 向上書、 p.93 
15) Andrew Oliver, Michel, job, Pierγe, Paul, intertextualite de la lecture dans 












{Mais je (Paul) ne vis aucun autre des apotres, si ce n’est Jacques, 






19) Louis Marin，”Les femmes au tombeau, essai d’analyse structuralc 
d’un texte evangelique”， Langage 22, (Didier), 1971, p. 39.翻訳は、
久米博・小林恵一編訳，『構造主義と聖書解釈』（ヨルダン社， 1977年〕所
載のものを用いた（p.129）。また同書には、同じ図式を適用した Georges
Crespyの1Uもある（p.52）が、彼も主体を「イエス」、対象を「永遠の生
命」としている。
20) 『マタイ伝』（XXVIII・l～8）、「マルコ伝』（XVI・l～8）、『ルカ伝』
(XXIV・l～ll〕に記された「女たちが墓にやってきて、墓が空になって
いるのを発見する物語」（同上書、 p,129）。
50 
21) 『ヨハネ伝』では、引用の文章はキリストのエルサレム入城以前に置かれて
いるが、今問題となっているのはキリストの試練を構成する物語単位であ
り、「キリスト殺害の企図」が、「入城」の前にあるか後ろにあるかは問題で
はなし、。
22) 除去と言っても、ジェロームや牧師は非常に消極的で、除去は外部から行な
われる。アリサが婚約を拒む理由としてあげた「ジュリエットの幸福」は、
ジェロームの関与なしに達成されるし、牧師の恋敵ジャッタは自らカト担ッ
クに改宗し、襲職につく。こうした主人公の消極性は、議会、ピラトを前に
してのキリストの消極性にー致する。
（大学院後期課程学生）
